
代表
質問

希望を持ち、感染症を乗り越え、

未来を展望するまちづくり

凌雲の会 渋
し ぶ

 谷
や

 英
ひ で

 彦
ひ こ

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
な

ど
、
財
政
的
な
影
響
は
し
ば
ら
く
続

く
と
思
わ
れ
る
が
、
長
期
的
な
市
財

政
へ
の
対
策
を
伺
う
。

市
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ

れ
る
が
、
体
制
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

会
場
等
へ
の
交
通
手
段
の
対
策
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
か
伺
う
。

歳
入
の
確
保
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も

新
庁
舎
や
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ
ど
も
館

建
設
の
際
に
行
っ
て
き
た
有
利
な
交

付
税
措
置
の
あ
る
起
債
の
活
用
、
建

設
基
金
の
積
立
て
や
、
国
・
県
補
助

金
の
確
保
な
ど
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
く
。

ま
た
、
歳
入
不
足
に
備
え
て
の
財
政

調
整
基
金
の
積
立
て
や
今
年
度
の
地

方
債
の
償
還
に
備
え
て
、
減
債
基
金

の
積
み
増
し
を
し
、
さ
ら
に
は
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
を
活
用
す
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
し
、
財
源
確

保
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
歳
出
に

お
い
て
も
事
業
の
根
本
的
な
見
直
し

や
再
構
築
の
徹
底
な
ど
を
行
い
、
さ

ら
な
る
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、
健

全
な
財
政
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

接
種
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
か
か
り

つ
け
医
な
ど
、
身
近
な
医
療
機
関
で

接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
接
種
さ

れ
る
方
の
安
心
に
つ
な
が
る
た
め
、

医
師
会
の
協
力
の
も
と
、
個
別
接
種

を
中
心
に
進
め
、
薬
剤
師
会
に
も
協

力
を
い
た
だ
き
、
焼
津
文
化
会
館
、

大
井
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
、
集
団
接
種

も
併
用
を
し
、
焼
津
方
式
と
し
て
月

曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
、
切
れ
目
の

な
い
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
を
整
え

て
い
く
こ
と
で
、
利
便
性
の
向
上
に

努
め
て
い
く
。

ま
た
、
接
種
場
所
ま
で
の
交
通
手
段

の
確
保
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
に
は
、

タ
ク
シ
ー
を
利
用
い
た
だ
き
、
タ
ク

シ
ー
料
金
の
全
額
を
市
が
負
担
す
る

こ
と
で
、
高
齢
者
が
接
種
し
や
す
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

今
後
の
財
政
見
通
し

代表質問とは？…会派の代表議員が、市長の施政方針や市政全般について総括質

問をする。焼津市議会では２月定例会のみ実施している

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
高
齢
者
以
外
の
交
通

手
段
の
確
保
が
困
難
な
方
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

行
政
・
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か

伺
う
。

他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
平
成
30

年
度
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
が
、
令
和
３
年

度
は
、
焼
津
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を
策

定
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

向
上
、
自
治
体
運
営
の
効
率
化
、
地

域
社
会
の
活
性
化
の
３
つ
の
目
的
で
、

デ
ジ
タ
ル
変
革
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進 新型コロナウイルスのワクチン

接種シミュレーション時の様子
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
具
体

的
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

新
し
い
生
活
様
式
定
着
化
に
つ
い
て
ど

う
か
。

医
療
体
制
に
つ
い
て
ど
う
か
。

防
災
関
連
で
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
と
災
害
地
区
マ
ッ
プ
化
の
速
や
か

な
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
、
感
染
予
防
の

情
報
発
信
に
努
め
、
国
県
市
が
一
体
と

な
っ
て
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
図
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

か
か
り
つ
け
医
が
感
染
を
疑
う
患
者
に

対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
焼
津
市
地

域
外
来
検
査
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い

る
。
医
師
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
検
査

を
実
施
す
る
医
療
機
関
の
拡
充
を
進
め

る
。

や
い
づ
ス
タ
イ
ル
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
掲
載
し
、
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
す
る

ほ
か
、
公
民
館
や
市
窓
口
等
に
置
き
、

実
践
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

作
成
中
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
が
あ
り
、
浸
水
状
況
図
と
共
に

適
切
な
避
難
行
動
等
い
ろ
い
ろ
な
要
素

を
書
き
込
ん
で
い
る
。

代表
質問

市長施政方針一部につき実行性を問う

―市民生活に密着した行政のために―

市民派議員団  杉
す ぎ

 﨑
ざ き

 辰
た つ

 行
ゆ き

市
は
災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
Ｖ
Ｃ
）
を
ど
う
捉
え
、
ど

の
よ
う
な
関
係
を
構
築
し
て
い
る
か
。

過
去
の
災
害
教
訓
が
活
か
さ
れ
た
防
災

教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

災
害
時
Ｖ
Ｃ
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
市

の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
で
、
被
災
者
支
援
活
動
が
で
き
、

い
ず
れ
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

三
者
で
作
っ
た
大
地
震
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
定
は
、
市
と
し
て
は
、
三
者

で
し
っ
か
り
と
納
得
し
た
上
で
改
定
と

い
う
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

基
本
と
な
る
８
つ
の
講
座
を
用
意
し
、

積
極
的
な
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
予
告
な

具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
た
め
に
必
要

な
調
査
や
計
画
作
成
、
検
討
組
織
の
運

営
等
を
支
援
す
る
。
検
討
組
織
は
、
組

合
の
設
立
総
会
で
承
認
い
た
だ
け
れ
ば
、

体
制
が
整
う
と
考
え
る
。

地
域
公
共
交
通
会
議
や
大
井
川
分
科
会

に
お
い
て
、
焼
津
市
立
総
合
病
院
と
大

井
川
庁
舎
間
を
結
ぶ
基
幹
軸
の
形
成
と

地
区
内
補
完
の
支
線
と
し
て
デ
マ
ン
ド

型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
具
体
的
検
討
を
進
め
て
い
る
。

防
災
分
野
以
外
で
は
、
工
事
現
場
の
状

況
確
認
や
公
共
施
設
の
劣
化
等
の
調
査
、

市
Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
、
利
活
用
を
広
げ
て

き
た
。
民
間
主
導
に
よ
り
利
活
用
が
急

速
に
進
ん
で
い
る
の
で
公
共
的
利
用
に

限
定
し
、
進
め
て
い
く
。

大
井
川
焼
津
藤
枝
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
検
討
の
支
援
と
は
。

大
井
川
地
区
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
伺
う
。

ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て
、
活
用
実
証

実
験
的
分
野
に
着
手
で
き
な
い
か
。

焼津市洪水ハザードマップ

Web版（市ホームページより）

し
の
訓
練
、
登
下
校
時
に
自
ら
判
断
な

ど
、
命
を
守
る
行
動
が
取
れ
る
防
災
教

育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

7やいづ　議会だより



代表
質問

今年は市制70周年、命・暮らし・平和を

守り、市制100周年へつなげるために

日本共産党市議会議員団 深
ふ か

田
だ

百
ゆ

合
り

子
こ

島
田
市
の
よ
う
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

で
は
な
く
、
濃
厚
接
触
者
に
も
な
っ
て

い
な
い
関
係
者
が
希
望
す
る
場
合
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
等
の
検
査
対
象
に
す
る
こ
と
は
ど

う
か
。

国
保
加
入
者
の
自
営
業
者
、
非
正
規
労

働
者
、
年
金
受
給
者
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
多
く
受
け
て
い
る
。
基
金
を
活
用

し
国
保
税
の
引
き
下
げ
は
ど
う
か
。
ま

た
、
国
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
子
ど
も

の
均
等
割
軽
減
を
実
施
す
る
方
針
で
あ 

る
が
、
現
在
対
象
の
未
就
学
児
は
７ 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
病
床
数
や
隔
離
病
棟

等
も
求
め
ら
れ
、
国
・
県
の
計
画
に
従
っ

て
規
模
縮
小
は
す
べ
き
で
な
い
。
見
直

す
理
由
と
見
通
し
を
伺
う
。

保
健
所
の
知
見
に
よ
り
感
染
の
疑
い
の

あ
る
方
は
、
全
て
濃
厚
接
触
者
と
認
定

の
上
、
検
査
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
し
、
本
市
と
し
て
は
、
ク
ラ
ス
タ 

ー
の
発
生
が
公
表
さ
れ
た
際
の
市
民
及

び
関
係
者
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、

濃
厚
接
触
者
以
外
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
制

度
化
し
て
い
る
。

基
金
は
１
人
当
た
り
の
医
療
費
増
加
や

被
保
険
者
数
の
減
少
等
、
今
後
の
備
え

と
し
て
必
要
な
積
み
立
て
で
あ
る
。
子

ど
も
の
均
等
割
軽
減
は
国
の
方
針
に
沿 

っ
た
実
施
を
考
え
て
い
る
。

国
保
税
引
き
下
げ
・
子
ど
も
均
等

割

な
ぜ
焼
津
市
立
総
合
病
院
の
建
設

見
直
し
な
の
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

検
査
拡
充
を

安
全
保
障
環
境
で
あ
っ
て
も
署
名
・
批

准
の
一
致
点
で
政
府
に
働
き
か
け
は
ど

う
か
。
ま
た
市
立
図
書
館
東
側
に
広
島

市
の
ア
オ
ギ
リ
２
世
、
黒
石
小
学
校
に

長
崎
市
の
ク
ス
ノ
キ
２
世
が
記
念
植
樹

さ
れ
て
い
る
。
32

年
ぶ
り
に
里
帰
り
し

た
４
代
目
「
愛
吉
す
ず
の
バ
ラ
」
の
植

樹
支
援
は
ど
う
か
。

国
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
国
政
レ
ベ
ル

の
問
題
で
あ
り
、
市
議
会
に
お
い
て
議

論
す
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
バ
ラ
の
関
係
は
改
め
て
内
容
等
も

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

０
１
人
で
18
歳
ま
で
は
２
，
５
０
０
人
。 

均
等
割
は
１
人
２
万
８
，
１
０
０
円
な 

の
で
18
歳
ま
で
の
財
源
は
７
，
０
２
５ 

万
円
必
要
だ
が
基
金
は
10
億
円
ほ
ど
あ

る
。
基
金
で
18
歳
ま
で
十
分
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

新
興
・
再
興
感
染
症
に
対
す
る
医
療
政

策
や
今
後
の
患
者
数
の
推
移
と
医
業
収

益
の
動
向
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
引
き

続
き
地
域
医
療
を
支
え
る
中
核
病
院
と

し
て
の
機
能
や
規
模
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

時
期
は
い
ま
だ
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
数
年
程
度
の
期
間
と
考
え
て
い
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を
受
け

て

「愛吉すずのバラ」の苗木。元は1989

年高知の高校生たちが久保山愛吉さん

の妻すずさんから譲り受け育てたもの
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代表
質問

新型コロナウイルス感染症に打ち勝つ

「コロナ克服　未来展望予算」について

公明党議員団 鈴
す ず

 木
き

 浩
ひ ろ

 己
み

新
年
度
予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。

感
染
症
に
打
ち
勝
つ
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

結
婚
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
の
更
な
る
充
実
に
つ
い

て
伺
う
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
策
と
と
も
に
、
希
望

を
持
ち
、
感
染
症
を
乗
り
越
え
新
し
い

焼
津
の
未
来
を
展
望
す
る
ま
ち
づ
く
り

に
力
強
く
取
り
組
む
予
算
編
成
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関

連
事
業
と
し
て
、
９
億
１
，
４
４
７
万

円
を
計
上
し
た
。
主
な
事
業
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
、
焼

津
市
事
業
者
緊
急
支
援
金
な
ど
で
事
業

数
は
20
事
業
。
感
染
症
に
よ
り
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
や
事
業
者
の

日
常
を
一
日
も
早
く
取
り
戻
す
た
め
、

感
染
症
予
防
対
策
と
経
済
対
策
に
最
優

先
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い

て
効
果
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

結
婚
支
援
に
お
い
て
は
、
新
婚
生
活
に

係
る
費
用
へ
の
支
援
を
予
算
化
し
実
施

し
て
き
た
。
妊
娠
・
出
産
に
お
い
て
は
、

不
妊
治
療
に
対
す
る
助
成
事
業
や
産
婦

健
康
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
。
出
産
後

に
お
い
て
も
、
産
後
ケ
ア
事
業
や
子
育

て
応
援
隊
派
遣
事
業
を
実
施
。
子
育
て

に
お
い
て
は
、
子
ど
も
医
療
費
の
完
全

無
償
化
や
幼
稚
園
、
保
育
園
の
保
育
料

な
ど
の
無
償
化
な
ど
、
市
独
自
の
施
策

に
よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
効
果
的
な
情

報
発
信
に
努
め
、
子
育
て
日
本
一
を
目

指
し
て
い
く
。

第
６
次
総
合
計
画
の
施
策

子
ど
も
・
教
育
分
野

「
出
産
後
に
母
乳
の
出
が
悪
く
て
通
院

を
し
て
い
ま
す
が
、
医
療
費
の
負
担
に

困
っ
て
い
ま
す
」
と
、
相
談
が
あ
っ
た
。

大
切
な
母
体
を
守
っ
て
、
胎
児
の
健
や

か
な
成
長
を
願
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
制
度
を
提
案
す

る
。

妊
娠
中
や
出
産
後
、
通
常
以
上
の
健
康

管
理
が
求
め
ら
れ
、
母
体
の
健
康
維
持

及
び
胎
児
の
成
長
を
図
る
た
め
に
も
、

医
療
費
に
対
し
て
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
妊
産
婦
の

医
療
費
助
成
制
度
の
導
入
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

学
校
現
場
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
最
優
先

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

妊
産
婦
の
医
療
費
助
成
制
度

9やいづ　議会だより


